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1 はじめに

セマンティックアーカイブ活用のための基礎技術と

して，テキストマイニングとテキスト自動要約を取

り上げ，最近得られた成果を報告する．

テキストマイニングに関して，新聞記事コーパス

から交通事故原因表現を抽出する手法を提案した．本

手法は，事象の原因表現抽出にかなり汎用的に応用

できるものと思われる．また，ヒューリスティックス

による方法や教師あり学習による方法と異なり，人手

をほとんど要さないのが本手法の特徴である．

テキスト自動要約に関する研究では，検索結果か

ら成る文書集合を対象として，ユーザの興味に適合

するため，文書集合から抽出したキーワードをユー

ザに提示し選択させることでユーザとのインタラク

ションを導入した複数文書要約システムを開発した．

更に，上記複数文書要約手法の応用として，論文か

らの発表用スライド自動生成の研究を行った．更に，

箇条書きの自動生成を試みるなどの成果を得た．

2 交通事故事例に含まれる事故原因表現の
新聞記事からの抽出 [1]

新聞記事の電子テキストデータに含まれる交通事

故を扱った記事から，事故原因に関する情報として

事故原因を表す表現（例えば，「ハンドル操作を誤っ

た」）を自動的に抽出する手法を提案する．

テキストコーパスから所要の表現を抽出するタス

クは，テキストマイニングにおける重要課題のひと

つである。従来，個々の応用ごとに，人手で作成した

ルールに基づくか，または，学習データを人手で用意

し，教師あり学習を用いて情報を抽出していた．本研

究では，最初に極少数の手がかり表現を人手で用意す

るだけで，後は，自動的に実行されるブートストラッ

プ的手法を提案した．

3 ユーザの要約要求を反映するためにユー
ザとのインタラクションを導入した複数
文書要約システム [2]

本研究では，複数文書要約において，ユーザが知

りたい情報を「要約要求」と定義し，要約要求を反映

した要約 (すなわち，ユーザが知りたい情報を含む要
約)を生成するために，ユーザとのインタラクション

Fig. 1 ユーザ適合を考慮した複数文書自動要約シス

テム

を導入した複数文書要約システムを提案する．具体

的には，まず，要約対象となる文書集合から，検索要

求の話題と関連した k 個のキーワードを自動的に抽

出し，ユーザに提示する．ユーザは提示されたキー

ワードの中から自分の要約要求に適したキーワード

を選択する．本複数文書要約システムは，ユーザが選

択したキーワードを使用して要約を生成することで，

ユーザの要約要求を反映した要約を生成する．

4 文章閲覧における読者の操作行動からの
興味の推定 [3]

文章情報を対象とし，「興味の程度」を推定するこ

とを試みた．推定の手がかりとして，文章閲覧時の

ユーザの挙動データ、具体的には画面を送るためのス

クロール操作の時間情報，を用い，ユーザの興味を

推定する問題として設定した．従来，興味の程度と

閲覧時間が相関することから，閲覧時間によって興味

を推定していた（この特徴量を速度指標と呼ぶ）．し

かし，文の難易度などによっても閲覧時間が影響さ

れるため，速度指標のみでは推定精度と安定性の面

で不十分と考え，それを補間する新たな指標として，

文の言語情報から標準的な閲覧時間を推定し，それ

と実測閲覧時間の乖離の程度を指標化（乖離指標）し

た．その結果，興味の推定における正解率に関し，乖

離指標単体で速度指標と同等の性能を示した．また，

乖離指標と速度指標の相関が低いことも確認した．



5 LATEX原稿からのプレゼンテーションス
ライド自動生成 [4]

研究のプレゼンテーションでは，限られた時間の中

で，聴衆に研究成果をよく理解してもらうためにプレ

ゼンテーションスライドの作成が必要不可欠である．

しかし，スライドの作成には多くの時間と手間を擁す

る．そのため，多くの研究者がスライド自動作成を望

んでいる．本研究では，研究者の負担を軽減すること

を目的として，論文 LATEX原稿からスライドを自動
生成する手法を提案する．夲手法では，LATEXファイ
ルの解析，スライドへの内容の割り当て，接続詞を利

用した箇条書き生成を行う．LATEXファイルの解析で
は，スライド生成に必要な情報は残し，不要な情報の

削除を行う．LATEXファイルの定型的な性質を利用す
れば，必要な情報を特定することが可能である．スラ

イド割り当てにおいては，論文中の名詞の出現頻度，

エントロピー，idf値に基づいて名詞の重要度を計算
する．その重要度に基づいて，各セクションに対し

て，スライド枚数の割り当て，重要文の抽出を行う．

接続詞を利用した箇条書き生成においては，並列関係

表す接続詞を利用する．なぜなら，並列関係を表す接

続詞を含む文には，その文と対になる文が存在する

ことが多いからである．評価の結果，夲手法は，論文

に忠実なスライド生成に有効であることが分かった．

6 仕事文推敲支援に向けた連体修飾部不足
に対する受容性判定法 [5]

文章推敲に関する従来研究では，主に，タイプミ

ス，構文構造の複雑さ，表記の揺れを指摘する方法

など，表記レベルと統語レベルの手法に重点が置か

れていた．それに対して，本研究では，読みやすさを

向上させるために，説明が不足していて論理展開が

読みにくいと感じられる箇所を検出する技術を扱う．

文章としては，情報を正確に伝達するための仕事文

(仕事用の文)を対象として，文単位での情報不足を
推敲対象とする．この課題は意味処理に踏み込むた

め，これまで十分研究が行われてこなかった．なお，

語用論の「協調の原理」によれば，量の格率と呼ばれ

る情報不足と情報過多に関する遵守すべき原則があ

る．このうち，情報過多を扱わない理由は，情報過多

が，読者に，冗長な情報を無視するための負担を増や

すだけであるのに対し，情報不足は理解困難という深

刻な事態を招くことから，重要性が高いためである．

実験準備から解析に至る流れは以下のとおりであ

る．まず，原文から連体修飾部を欠落させた課題文を

生成し，次に被験者にその箇所に情報不足を感じるか

どうかを判定させ正解判定データを作成した．その

後，正解判定データの一部から機械学習を行い，残り

のデータを機械判定させる．機械判定に用いる主な素

性として，修飾部の欠落箇所におけるつながりの滑

らかさに関係した語の連鎖に関する統計量を取り上

げた．葯 1,000箇所の判定課題に対し，SVMによる
機械学習アルゴリズムを用いた自動判定により正解

率を測定した結果，機械判定の正解率として，ベース

ライン 50% ，上限 (人間の評価のバラツキから上限
を定義)76%に対し，10-fold cross validationで 67%
の正解率を得た．

7 まとめ

セマンティックアーカイブ活用のための基礎技術と

して，テキストマイニングと要約技術を取り上げ，最

近得られた成果を報告した．セマンティックアーカイ

ブ構築のための基礎技術として，書き言葉を対象と

した言語処理のための音声ドキュメントの文境界推

定に関しても予備的結果を得ている [6]．これについ
ては，さらに研究を進めた上で，来年度報告書にて報

告する予定である．
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